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ために、平成 30 年度全国高等学校総合体育大会のハンドボール競技に出場する高等学校 96 校お
よび平成 30 年度全日本学生ハンドボール選手権大会に出場する大学 64 校を対象に記入式質問紙を
用いて調査した。結果は、高校生 1299 人、大学生 1017 人から得られた回答より、現在または過去
1 年以内に傷害を有した対象者の割合は全体 2316 人中 1094 人（47.2%）であった。傷害を外傷と























痛発生の実態を調査することを目的として、大学女子ハンドボール選手 11 名を対象とし、1 年間に
わたり、毎日練習前に対象者本人が前日の疼痛状況を「疼痛の部位」および「疼痛の程度」に分け
て記入した。1 年間の調査の結果、疼痛は 249 件（42.2 件/1000 player hours）発生し、傷害発生
























令和元年 12 月 17 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
